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求めているものに出会えた喜び
　私はこれまで、保育園や幼稚園での保育や区役所
の育児相談、児童館での育児支援や児童の健全育成
に携わってきました。その中で、子どもを守るため
に母親を支えるという視点に立ち、育児支援や虐待
予防の大切さを感じてきました。具体的に何ができ
るか模索していた時にBPプログラムと出会い「こ
れだ!!」という思いで養成講座を受講しました。
　これまで文京区ではNP（Nobody’s Perfect）を実
施していた経緯があったのですが、現在の子育て状
況を見ると１歳前後での保育園入園が主流となり、
BPプログラムは育休中に受講できるメリットや産
後２～５か月の母が対象なので、孤立を防いで仲間
作りができることは、虐待の予防効果も大きいと感
じました。コロナ禍での受講だったこともあり、そ
れまで以上に孤独な育児を強いられている母親達の
ことを思うと、早くプログラムを届けてあげたいと
いう思いが強くなりました。実際に養成講座を受講
してみて、BP1ファシリテーターガイドの第一章と
第二章を学んだ時に、とても共感でき、求めている
ものがここにあったという喜びでいっぱいになりま
した。そして、養成講座の内容が、構造化されてい
ることに驚きました。それまで耳にしていた育児講
座は、ファシリテーターの経験値がものを言うとい
う印象があり、保育経験や育児経験がないとできな
いイメージでした。しかし、BPプログラムは構造
化されているので、保育経験や育児経験がなくても、
志と努力があればできるプログラムになっているの
で、ファシリテーターの敷居が下がったという印象
を受けました。これは後輩育成の要にもなり、今後フ
ァシリテーターの世代交代もしやすくなると思いま
した。

参加したくなる工夫
　養成講座受講後から実際にプログラムを実施する
までは時間がかかりましたが、BP1を実施する前に、
BP2、BP3の養成講座を受講する機会があり、そこ
で一緒になった受講生の方たちが、全国でBP1を実
施しているという話を聞き、とても刺激を受けまし
た。その影響もあり、2024年に１回目、2025年に

２回目のBP1を実施することができました。初めて
実施の2024年は、残念ながら参加者の最低人数を
下回ってしまい、認定を受けることができませんで
した。２回目の2025年は１回目の反省を踏まえて、
まず参加人数を確実に集めることに留意しました。
　2024年の１回目は10名の定員に対して10名の申
し込みがあったので安心していたのですが、開始直
前に日程が合わない理由で３名がキャンセルになり、
７名での開催となったものの、１名は母の体調不良
で１回しか参加できず、実質６名での開催となりま
した。低月齢対象の講座なので体調不良での欠席は
やむを得ないのですが、申し込んだ後に日程が合わ
ないという直前のキャンセルは回避できた可能性も
あり、2025年の２回目はキャンセル待ちの制度を
作って繰り上げ参加できるようにしたのと、４回の
講座に確実に参加できるように、募集の開始時期を
早め、色々なところで講座のお知らせが目に止まる
よう、公的な広報（区報・HP・子育て応援メー
ル・子育て応援LINE）以外に地域の子育てに関す
る施設や近隣の小児科、産院や助産院、産褥ショー
トステイ実施の施設などにもチラシを置かせてもら
いました。更に、低月齢の母が対象なので、地域の
保健師にも協力を依頼し、赤ちゃん訪問での配布も
検討していただきました。
　また、2024年の１回目は講座開始前の郵送物や
電話での事前連絡をしなかったのですが、2025年
の２回目は効果測定事前アンケート全国調査の実施
もあったので、講座開始前に郵送でアンケートと
「赤ちゃんと一緒のお出かけ持ち物リスト」を送り、
電話で郵送物の確認とともに全４回の参加予定や母
と子の体調について、また会場の場所や行き方につ
いても確認を行い、参加意欲を高めてもらう努力を
しました。参加者を確実に集める工夫をした結果、
10名募集のところ15名の応募があり、キャンセル
待ちも作れました。実際に１回目のセッションで第
二子の母が参加していたことに気付いて辞退された
後、キャンセル待ちから繰り上げて参加していただ
くこともできました。2025年の２回目は全４回を
10名の定員で実施することができ、途中で都合欠
席はあったものの、認定対象プログラムとして無事

BP１ファシリテーター実践記　 東京都文京区

本駒込南児童館　吉田　信江
参加者を見守る気持ちの大切さ を実感

－ 6 －



『こころの子育てインターねっと関西』通巻228号（2025年９月20日）

に実施することができました。

台本作りと実践
　実際にやってみて準備の段階で大変だったのは、
自分専用の台本を作ることです。プログラムが構造
化されているということは、決まった通りにやらな
くてはならないということで、ファシリテーターガ
イドに書かれていることを確実に実施できるよう、
自分専用にわかりやすい台本を作ることから始めま
した。ガイドに書いてあるのに、取りこぼして自分
の台本に載せ忘れてしまうこと、自分の台本にはし
っかり書いてあるのにセッションで伝え忘れてしま
うことなど、毎回反省ばかりでした。しかし、認定
の時には専属でピアサポーターがついてくれるので、
わからない部分を事前に質問したり、実施できてい
ない部分に気付かせてもらったり、うまく伝えられ
ない部分について、どうしたら伝えられるかを一緒
に考えてくれたり、自分ではできていると思ってい
た部分に対して、それもいいけど他にもこんな伝え
方があると気付かせてくれたりと、とても親切にサ
ポートしてくれたので大変助かりました。実際のセ
ッションでは、2024年の１回目は初めてという緊
張と台本通りに言わなくてはならない、黒子に徹し
なければならないということを意識しすぎて硬くな
ってしまったという反省があります。2025年の２
回目は見通しが持てるようになって少し慣れたのと、
自然に黒子に徹することができるようになったこと
で、そこまで硬くならずに実施することができまし
た。トピックごとに伝える内容もスムーズに伝えら
れるようになってきたと思いましたが、まだ、台本
に書いてあるのに伝え忘れてしまうことも多々あり
ました。

セッション中の苦労
　苦労したのはペアからグループになるところです。
10人なので２：２：２：２：２から５：５にする
のか、４：６にするのか、メンバーの状況や赤ちゃ
んのお世話の様子、また遅刻の方がいたこともあり、
毎回、ペアからグループになるところでは移動の仕
方も含めて、苦戦していました。また、テキストを
活用するという部分で、グループで話し合った内容
を把握して、テキストのどこに書かれているか紹介
するのですが、テキストの熟読ができていないので、
どこに書かれているかすぐに伝えられないというこ
ともありました。色々なことが書かれた、よくでき
たテキストと紹介しておきながら、熟読できていな

いのは大反省ですので、今後はしっかり読み込んで
いこうと思っています。他にも難しく感じたのは、
赤ちゃんのお世話のタイミングが重なることです。
環境を整え、外部から見られない状況にすることで、
セッション中も安心して授乳やおむつ交換をして頂
けるのですが、１人が泣くと連鎖反応のように泣き
出してしまったり、一斉に授乳のタイミングになっ
てしまったりすることが多々ありました。書いたり
話し合ったりが途中で中断してしまうこともあり、
書けない人は後の話し合いの時に口頭で伝えてくだ
さいとフォローや、耳だけは聞いていてくださいと
声掛けをしましたが、赤ちゃんのお世話で全く参加
できない場合もあるので難しいと感じました。

たった４週間での母達の変化
　セッションを進めいていくことで嬉しく感じたの
は、母達が回を進めるごとに逞しくなっていったこ
とです。初回は赤ちゃんを連れての外出にも不慣れ
で、表情も硬く、赤ちゃんの扱いもぎこちなかった
母達が、回を重ねるごとに、赤ちゃんを連れての外
出に慣れ、便利グッズを活用し、ベビー用品の情報
共有や使ってみた感想を語り合い、赤ちゃんの授乳
や抱っこ、お世話にも慣れてぎこちなさが無くなり、
自信がつき、自分の悩みは自分だけでなく、みんな
も同じことを悩んでいるんだと安心し、共感し、ど
んどん表情が明るくなって笑顔や笑い声が増えてい
き、たった４週間でこんなにも逞しく変わっていく
様子を見られたことが、ファシリテーターとしての
喜びになりました。それまでの自分は、母達に積極
的に話しかけて交流を深め、信頼関係を築いて支援
していくことを中心にやってきたので、2024年の
１回目は黒子でいることを窮屈に感じ、母達に話し
かけて一緒に会話に参加したいと思っているのを我
慢していました。しかし、ファシリテーターが会話
に入らないことで、母同士の繋がりが深まっていく
ことも身をもって感じたので、2025年の２回目は、
開始前と終了後に母達とコミュニケーションをとる
ようにして、セッション中は黒子として我慢するの
ではではなく見守る気持ちで実践することができま
した。そう思えるようになったことで、母達のこと
が更によく見えるようになり、母達の逞しい変化を
嬉しく感じられるようになったような気がします。
これからも、このBPプログラムをたくさんの母達
に届けられるよう、年３回のBP1プログラムを実施
し、ファシリテーターも増やし、来年度にはBP2の
実施も目指して頑張っていきます！
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